
【構想の概要】

中高一貫教育により、心豊かで主体性のある人間形成を目指す。加えて名古屋大学の理念である「勇気ある知
識人」や「名古屋大学から Nagoya University へ」という方針を組入れ、生徒の国際的視野を拡大する教育を
実践する。グローバル化が進んだ現代に世界で活躍する「自立した学習者」を育てることが目的である。「自立
した学習者」とはものごとの本質を地球規模で捉え、自分の力で探究し続ける勇気と判断力のある人間であり、
本校はこれを魅力的なグローバル・リーダー像と定義する。

トップ型SGUと一体化して「自立した学習者」を
育てる探究型カリキュラム構築

名古屋大学教育学部附属中・高等学校
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育成する生徒像

本校は、SGH 研究開発を通じて以下のように
「育成する生徒像」を設定した。

Ⅰ）①ものごとの本質を捉え、（ア）既存の問題と
潜在的な問題の発見を行い、論理的・多元的に考え
る力を持ち、②探究し続ける生徒を育成する。

Ⅱ）個別探究と集団による探究を通して、他者と
協同して問題解決ができる③国際的素養を身につけ
た生徒を育成する。

Ⅲ）自らの考えを適切な方法で論理的に他者に表
現し、④勇気と判断力のある生徒を育成する。

①～④に関しては、生徒の意識調査（5 件法）、
（ア）に関しては、生徒の思考力を測る記述型課題
を実施した。天井効果がでない工夫として、「どち
らとも言えない」という回答を 2 とし、生徒の意識
の変化を明確に捉えるための改良を加えた。その結
果、高校 1 年生の①～④の意識調査に関して、
SGH を附属中学から経験している内進生（統制
群）の方が、中学で SGH を経験していない外進生

（対象群）よりもすべての項目において意識が高い
ことが分かった。これは中学生も含めて SGH 対象
生徒としているからであると分析した（資料 1 参
照）。記述型課題問題に対する生徒の回答を、評価
するための水準を完成させた。同じ水準を使い、生
徒の回答を経年で評価できる準備が整った。また、
生徒の意識調査の結果と、記述型の思考力調査をク
ロス集計して分析することができた。その結果意識
の高い生徒は思考力も高い傾向にあることが分かっ
た。（資料 2 参照）

資料 1）　SGH 研究開発で育成する生徒の力「生
徒の意識を測る調査 （生徒の情意的側面の調査）」　

（ものごとの本質理解・探究し続ける力・国際的視
野・判断力）を測るための意識調査結果 （H28 年
度）
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資料 2）SGH 研究開発で育成する生徒の力「生
徒の意識を測る調査 （生徒の情意的側面の調査）」
と「思考過程を測る調査　問 2（本校の基準による、
生徒の認知的側面の調査）」の相関関係
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教科をつなぐ～協同的探究学習～

国際的素養を身につけるために、既存教科すべて
に「協同的探究学習」を取り入れ、他者とコミュニ
ケーションを取りながら協同して問題解決する学習
方法を開発した。学校カリキュラム全体を暗記・再
生の中心の教育方法から理解・思考型学習方法に変
換することを目的として実践している。

本校が実践する「協同的探究学習」では、問題を
解決するための方法は多様にあり、自分の持ってい
る知識と他者が持っている知識を活用しながら、問
題解決法を自分で考案することである。その思考プ
ロセスを他者に表現し、共有することで問題の本質
を理解し、問題解決にあたる「わかる学力」を育成
する。
「協同的探究学習」は、SGH で「育成する生徒

像」に大きな効果を与えるだけでなく、下記に示す
ように生徒の自己肯定感を高める効果も併せ持つ。
H28 年 12 月に、生徒にアンケート調査を実施した。
対象は全校生徒（中学・高校）の生徒であり、回答
者は無記名で実施した。回答率はおおむね 100％で
あった。

グラフは「そう思う」以上の回答をした生徒の割
合である。協同的探究学習などの協同的な学び（ア
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クティブラーニング）は、学校やクラスの雰囲気や
生徒の学びへの姿勢と大きな関連がある。下記のグ
ラフは H27 年度と H28 年度に実施したアンケート
結果の経年変化である。
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高校１年生 前期（４月～９月）
総合的な学習の時間で行う課題探究

学年120名の生徒を学年6名の教員で分担
120÷6 20

6  

8

高校2年生 「ＰＢＬ」から「課題探究」へ
総合的な学習の時間で行う課題探究
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探究のま
とめ、振
り返り

研究論文
作成へ

【研究の道筋】▼ 課題の設定 課題の分析 研究計画作
成 第一次問題解決 第二次問題解決 結論＝１クール

 

高校１年生 後期（１０月～３月）
学年120名の生徒を学年6名の教員で分担

120÷6 20

ＰＢＬ１

（課題分
析）

ＰＢＬ２
（問題へ
の分割と
研究計画
書の作
成）

ＰＢＬ３
（第一次
問題解
決）

ＰＢＬ４
（第一次
問題解決
の続きと
結果共
有）

ＰＢＬ５
（研究結
果の修正
と第二次
問題解
決）

ＰＢＬ６
（第二次
問題解決
の続きと
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ＰＢＬ 7
（第二次
問題解決
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結果共有

ＰＢＬ８
（研究成
果発表
会）

ＰＢＬ９
（個人レ
ポートの
まとめ）

（課題は教員が明示 下記はテーマの一例）

グループ１

グループ２

グループ３

グループ４

グループ５

グループ６ 名古屋市は日本語非母語話者への情報提供手段として「やさしい日本語」の使用を促進すべきか。

私たちのジェンダーは適正に理解され扱われているか。（名大附版）

未来のエネルギー資源はどうなるのか？

若年層の政治への関心を高めるにはどのような方策を講ずるべきか。

歩きスマホによる事故を減らすには、どのような対策が考えられ実行することができるか。

スポーツ環境として日本の「部活（運動部）」は正しく機能しているのか。

個人テーマ
決定へ

7  

 

   

1 11 3  ( ) :30 12:30 efugee risis: S rian ers e ti e 
2 11 3  ( ) 13:30 16:30 efugee risis: uro ean ers e ti e 
3 11 7  ( ) :30 12:30 ulti ulturalis  in ustralia 

 11 7  ( ) 13:30 16:30 ussia s  on the krainian risis 
 11 1  ( ) :30 12:30 o touris  in entral and South eri a 

6 11 1  ( ) 13:30 16:30 Se urit  hallenges in igeria 
7 12 6  ( ) :30 12:30 orru tion  une lo ent and edu ation in 

esotho and S  fri a  
 12 6  ( ) 13:30 16:30 ir Pollution in laan aatar  ongolia 
 12 12  ( ) :30 12:30 ood safet  lan and food se urit  in ietna  

10 12 12  ( ) 13:30 16:30 le tion ear in S  
 

  

大学受験を迎え、自分のことのみに集中しがちな
高校 3 年生でも H27 年度（高 2）から H28 年度（高
3）では、両項目とも上向きに変化していることが
わかる。

3 年間継続的に行う課題探究

SGH「課題探究Ⅱ」で PBL （Problem Based 
Learning） を使って仮説検証型課題研究を実践し
ている。高校 1 年は、PBL の基礎基本を身につけ
ることを目的とし、高校 2 年で本格的に PBL を行
う。そのため、高校 1 年では、PBL のテーマを
PBL 指導教員が決定し、生徒に明示する。高校 1
年の学年担当教員全員が PBL 指導を行う。生徒
120 名を学年担当教員 6 名で均等に割るため、1 人
の教員が生徒 20 名を受け持つ。以下はそのプロセ
スである。本校では二期制を採択しているため、左
が前期、右が後期の指導過程である。高校 2 年から
は、生徒が個人で探究テーマを設定し、仮説検証型
で研究を推進する。研究の成果を高校 3 年で論文に
まとめる。探究テーマを設定することが、PBL を
効果的にすすめるカギとなるため充分な時間をかけ
て行う。

ALE （Active Learning in English ）

仮説検証型課題研究「課題探究Ⅱ」での探究と
「協同的探究学習」で身につけた国際的素養を海外
で活用するために英語によるコミュニケーション能
力を向上させることを目的に実施。規定の水準をク
リアした生徒には、高等学校での 1 単位として単位
認定される。プロジェクトはすべて英語で行われる
が、スキルとしての英語力向上を目指すのではなく、
英語を通して論理的に他者に表現できることを目指
す。

世界の国々で実際に起こっている Global Issue 
をテーマにし、本校生徒と名古屋大学留学生が同じ
目線でディスカッションを行う、10 回連続のセッ
ションである。それぞれのセッションでは、世界各
国から来ている名古屋大学留学生が、母国で実際に
起こっている社会問題について報告する。参加生徒
は、他の国の TA 留学生と小グループを作り、その
社会問題についての理解を深め、解決法を議論し、
発表する。

下記は実施内容の一例である。
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高大連携による調査分析

名古屋大学　Skills and Knowledge for Youths
プロジェクトと協力して、生徒 （中学 3 年生～高校
2 年生） に対し独自の英語力試験と意識調査を H30
年 3 月に実施した。英語力試験は（Part ①：教科
書的な英文読解　Part ② : メールの会話文読解　
Part ③ : 長い文章からの情報収集）の 3 部構成。
試験内容はすべての学年で同じである。下記は学年
別の結果である。
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【研究の道筋】▼ 課題の設定 課題の分析 研究計画作
成 第一次問題解決 第二次問題解決 結論＝１クール
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注目すべきは、標準偏差である。高校 1 年で一度
拡大し、高校 2 年生になるともとに戻る。本校が併
設型中高一貫校であり、高校 1 年生は附属中学校か
らの内進生と受検を経て入学した外進生が混ざるこ
とが理由だと考える。しかし、本校での学習活動を
1 年間経験することで、高校 2 年では、標準偏差が
もとに戻る。本校での取組みを経験していない外進
生が、本校での取組みを経験することによって起こ
る効果的な現象だと考える。今後も継続的に調査を
行う。

併せて、テストの得点と英語に関する質問項目の
相関関係を調査した。その結果を以下に示す。

 
 Skills and Knowledge for Youths
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テスト得点が高い生徒は、英語や海外への関心や
英語の必要性が高いと答える傾向があった。反対に、
英語や海外への関心や英語の必要性が高いと答える
生徒は、テスト得点が高い傾向にあった。

生徒に対するフィードバックも、プロジェクト
チームと協同で開発した。フィードバック内容に興
味関心を持ってもらうように、性格テスト的な要素
も加えた。結果は生徒個人にフィードバックした。
下記は、そのフィードバック用紙の一例である。
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SGH と SSH

本校は、すべての生徒が SGH と SSH 対象であ
る。文系人間、理系人間ではなく、理系に強い文系
生徒、文系のセンスを持った理系生徒を育てること
が本校の目標であるからだ。SGH と SSH は車の
両輪であると考えている。その片鱗を示す初期値を
示す。
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上記（右）のグラフは 2016 年度と 2017 年度の高
校 2 年生を比較したものである。2016 年度は SGH
1 年目の年のため SGH の影響力がさほど大きくな
いと考えたため、当該学年で比較を行った。SGH
を本格的に開始（2017）したことで、SGH での力、
特に「国際的視野」と「判断力」に関する力が大き
く伸びた。これまで実施してきた SSH のみでは、
これら 2 つの力を十分に伸ばせていなかったことも
SGH 実施で判明した。「協同して課題解決」にあ
たる力は、SSH のみの時よりもさらに強化された
ことが解る。
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